
 

 

13：05～ 開催趣旨説明    司会 井上
いのうえ

 由起子
ゆ き こ

（本学教授） 

16：30  閉会 

14：15～ 休憩 

コメンテーター  

菅野
す が の

 拓
たく

 氏 

コーディネーター  

北川
きたがわ

 進
すすむ

（本学講師） 

 

※社会情勢の変化により、会場申し込みされていても Zoom によるオンライン視聴のみになる可能性があります。 

 

博士（文学）。社会問題など「やっかいな問題」の解決が 

一貫したテーマで、その観点から困窮者支援や災害対応の 

現場で研究・実践を継続している。 

近著に『つながりが生み出すイノベーション―サードセクター 

と創発する地域―』、『災害対応ガバナンス―被災者支援の混乱 

を止める―』。内閣官房「防災庁設置準備アドバイザー会議」 

専門委員、内閣府「被災者支援のあり方検討会」委員、 

石川県「令和 6年能登半島地震復旧・復興アドバイザリー 

ボード」委員などを務める。 

13:15～14:15 基調講演 

講師 菅野
す が の

 拓
たく

 氏 
（大阪公立大学大学院文学研究科 准教授） 

シンポジスト 
● 「能登半島地震について社会福祉協議会の立場から」 

森脇
もりわき

 俊二
しゅんじ

 氏（氷見市社会福祉協議会 事務局次長 地域福祉・ボランティア推進課長） 

● 「DWATについて障害者支援の立場から」 

石倉
いしくら

 敦也
あ つ や

 氏(社会福祉法人三山黎明会理事／ぐんま DWAT地域連携支援委員会委員長) 

● 「公立保育園の災害対応について」 

内田
う ち だ

 綾子
あ や こ

 氏(豊島区保育課公立保育グループ 主査／本院 18期修了生） 

● 「被災当事者としての生活再建の取り組み経験について」 

薄田
すすきだ

 榮一
えいいち

 氏（仙台 あすと長町第二市営住宅住民の会 会長） 

300名（先着順） 
【会場 100名・オンライン 200名】 

大崎ブライトコアホール 
（JR各線／りんかい線「大崎」駅より徒歩 5分） 

またはオンライン(Zoom) 

 

2025年 

(受付開始 12:30) 

日 

※ 

災
害 

ソ
ー
シ
ャ
ル 

ワ
ー
ク
の 

未
来 

これまでの災害支援と 

今後のソーシャルワーク実践について考えます 

詳細は 

裏面へ 

13：00   開会 

14:25～16:25 シンポジウム 

会場 

定員 

日時 



 

大崎ブライトコアホール Osaki Bright Core Hall 

〒141-0001 東京都品川区北品川 5-5-15大崎ブライトコア 3F 

JR山手線・埼京線・湘南新宿ライン「大崎」駅より徒歩 5分 

りんかい線「大崎」駅より徒歩 5分 

★「大崎ブライトコア」と「大崎ブライトタワー」 

が並んでおり、セブンイレブンが 1Fにある 

「大崎ブライトコア」の 3F です 

 
 

日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研究科は 

日本で最初に開設された福祉専門職大学院です。 

実践家の育成に重きを置き、実践力とマネジメント力の向上 

を目指しています。また、オンラインやハイブリッド授業など 

働きながらでも学びやすい環境を整えています。 

説明会を開催しておりますのでぜひご参加ください。 

□ これまでの実践を振り返りたい 

□ 支援のあり方を見つめ直したい 

□ 分野を越えて学びたい 

□ 人材育成や福祉経営の基本を 

体系的に学びたい   など 

 こんな方にお勧めです 

説明会のご予約 

はこちらから 

本学 Facebook 

はこちらから 

日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

全国生活協同組合連合会・全国労働者共済生活協同組合連合会・教職員共済生活協同組合助成事業 

日本社会事業大学 大学院教務課 
〒204-8555 東京都清瀬市竹丘 3-1-30 

 

042-496-3105 

inkyoumu@jcsw.ac.jp 

お申込み方法 対面会場アクセス 

お問合せ 

● オンライン受講者は、各自におけるインターネット環境及びノートパソコン等 

(マイク・カメラ付)が必要となります。 

● 先着順に受付し、定員になり次第締め切りいたします。 

● 内容・スケジュール等は変更になる場合がございます。ご了承ください。 

● 障害等のため特別な配慮が必要な方は、申込時に配慮内容をご相談下さい。 

 

♦オンラインの方は、1週間前を目途に登録したご住所に資料をお送り 

いたします。不着の場合はご連絡下さい。 

♦対面の方は、別途当日の参加方法をご連絡いたします。 
※電話・ＦＡＸ・郵送によるお申込みは受け付けておりません。 

※ご記入いただいた個人情報は、参加者名簿作成、案内書等の送付、緊急時の連絡の他、 

本学が開催する同様のイベント案内の送付等のために利用させていただく場合があります。 

 

本学Webサイトの 

参加申込フォーム 

よりお申込み下さい。 

 https://www.jcsw.ac.jp/social_contributions/public_forum/ 

お申込内容の自動返信メールが届きます。 

inkyoumu@jcsw.ac.jpからのメールを受信できるようにしてください。 

8/8(金)よりお申込受付開始！  

その他 

専門職大学院のご案内 

本フォーラムにおける「災害ソーシャルワーク」とは、災害後に 

抱えた様々な生活課題や福祉課題に対し、自助力では改善 

しきれない状況にある方々に取組まれる福祉実践活動として 

います。2025年 5月、災害救助法、災害対策基本法に「福祉 

サービスの提供」等が追加され、福祉支援が法的にも位置 

付けられることとなりました。近年の災害を通し様々な方策が 

打ち出される今、これらの方策を活かす実践力が問われて 

いるのではないでしょうか。これらを踏まえ基調講演では、 

大阪公立大学大学院の菅野拓氏から「災害支援がどのような 

 

課題と変遷を経て現在に至り、今後はどうあるべきか」について 

俯瞰的にお話いただきます。続くシンポジウムでは、能登半島 

地震について社会福祉協議会の立場から森脇俊二氏に、 

DWATについて障害者支援の立場から石倉敦也氏に、公立 

保育園の災害対応について内田綾子氏に、被災当事者としての 

生活再建の取り組み経験について薄田榮一氏にと、それぞれ 

多様な立場からご報告をいただき、災害支援は普遍的なソーシャル

ワーク実践の延長線上にあることを参加された皆様とともに確認 

していきます。 

tel:042-496-3105
mailto:inkyoumu@jcsw.ac.jp
https://www.jcsw.ac.jp/social_contributions/public_forum/
mailto:inkyoumu@jcsw.ac.jp

